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私
は
、
９
期
34
年
間
、
佐
呂

間
町
の
振
興
発
展
に
偉
業
を
為

し
遂
げ
ら
れ
た
、
い
ま
は
亡
き

名
誉
町
民
、
船
木
長
一
郎 

前
町

長
の
後
、
昭
和
63
年
９
月
12
日

よ
り
町
長
と
し
て
の
任
務
に
就

き
ま
し
た
。
以
来
５
期
20
年
間
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支

援
、
ご
協
力
を
得
て
、
職
務
に

専
念
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
こ
の
度
の
任
期
満
了
を
も
っ

て
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

就
任
当
初
、
行
政
経
験
の
全

く
無
か
っ
た
私
で
あ
り
ま
し
た

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
な
が
ら
20
年
間
気
持
ち
良
く

仕
事
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
こ
と
、
町
民
の
皆
さ
ん
に

対
し
心
よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

い
ま
、
20
年
間
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
私
達
の
日
常
生

活
を
取
り
巻
く
環
境
、
そ
し
て

地
方
自
治
の
在
り
方
は
、
余
り

に
も
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
遂

げ
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
科
学
の
進
歩
も
著
し

く
、
20
年
前
に
は
想
像
す
ら
で

き
な
か
っ
た
ハ
イ
テ
ク
の
時
代

を
迎
え
、
私
達
は
便
利
な
生
活

環
境
に
浸
っ
て
お
り
ま
す
。
そ

の
反
面
、
本
来
の
人
間
と
し
て

持
っ
て
い
た
尊
い
「
モ
ノ
」
の

多
く
が
ど
こ
か
へ
追
い
や
ら
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
は
と
思
わ
れ

る
よ
う
な
社
会
現
象
が
多
発
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
中

に
あ
り
ま
し
た
が
、
私
は
常
に

公
平
・
公
正
を
旨
と
し
て
町
政

の
執
行
に
専
念
し
て
参
り
ま
し

た
。
特
に
、
農
・
漁
業
を
中
心

と
し
た
地
域
の
自
然
環
境
に
適

し
た
第
一
次
産
業
の
振
興
を
図

り
、
教
育
・
福
祉
面
に
お
い
て

も
町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
積
極
的
に
進
め
て
き
た

つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
多
様
化
す
る

ニ
ー
ズ
に
ど
れ
程
応
え
ら
れ
た

か
は
疑
問
で
あ
り
、
反
省
す
る

と
こ
ろ
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、

全
力
を
投
ず
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
の
任
期
中
に
は
、
幾
度
か

の
暴
風
雨
に
よ
る
洪
水
に
見
舞

わ
れ
た
こ
と
、
国
内
で
初
め
て

の
Ｂ
Ｓ
Ｅ
の
発
病
牛
が
佐
呂
間

産
で
あ
っ
た
こ
と
、
９
名
も
の

尊
い
命
を
一
瞬
に
し
て
奪
っ
た

竜
巻
等
々
の
自
然
災
害
に
も
遭

遇
し
ま
し
た
が
、
そ
の
都
度
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
献
身
的
な
行

動
に
よ
っ
て
、
そ
の
難
を
乗
り

切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

限
り
な
い
愛
町
精
神
の
現
れ
で

あ
り
、
我
が
町
の
誇
り
だ
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
町
は
、
平
成
６
年
に
開

基
１
０
０
年
を
迎
え
、
２
世
紀

に
向
か
っ
て
力
強
く
歩
み
を
続

け
て
お
り
ま
す
。
平
成
17
年
、

３
町
に
よ
る
合
併
協
議
会
が
破

綻
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

町
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な

が
ら
、
し
っ
か
り
と
自
立
を
目

指
し
行
政
改
革
に
取
り
組
み
、

一
定
の
方
向
性
が
見
え
て
来
た

こ
と
は
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
づ
く
り
は
、

先
に
行
な
わ
れ
た
町
長
選
挙
に

お
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
絶

大
な
る
信
頼
の
も
と
当
選
さ
れ

た
川
根
町
長
の
も
と
、
協
働
の

精
神
を
大
切
に
し
、
佐
呂
間
町

の
年
輪
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た

い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
な
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
共
に
歩
ま
せ
て

い
た
だ
い
た
充
実
し
た
20
年
間

に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

合
せ
て
今
後
の
佐
呂
間
町
の
限

り
な
い
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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町
長
選
挙
は
、
８
月
19
日
に
告
示
さ

れ
、
新
人
２
人
が
立
候
補
、
５
日
間
に

わ
た
る
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

投
票
は
24
日
、
町
内
10
か
所
の
投
票

所
で
午
前
７
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
行

わ
れ
、
有
権
者
は
町
の
新
し
い
か
じ
取

り
を
決
め
る
べ
く
、
指
定
の
投
票
所
へ

足
を
運
び
ま
し
た
。

　

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
は
５
１
１
３

人
、
全
体
の
投
票
率
は
88
・
36
％
で
投

票
者
数
は
４
５
１
８
人
。
そ
の
う
ち
、

有
効
投
票
数
が
４
５
０
２
票
、
無
効
投

投票所別の投票率

票
数
が
16
票
で
し
た
。

　

開
票
作
業
は
午
後
８
時
か
ら
佐
呂
間

町
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
詰
め
掛

け
た
参
観
者
が
そ
の
作
業
を
見
守
り
ま

し
た
。
緊
張
感
が
漂
う
雰
囲
気
の
中
、

開
票
作
業
は
慎
重
に
進
め
ら
れ
、
午
後

９
時
５
分
に
は
結
果
が
発
表
。
選
挙
会

を
終
了
し
ま
し
た
。

　

20
年
ぶ
り
と
な
っ
た
町
長
選
挙
で
し

た
が
、
投
票
率
は
前
回
を
８
・
32
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

投　票　所 投票者数 投票率

第   １投票所　佐呂間町町民センター 1,834 人 69.39％

第   ２投票所　知来公民館 142 人 87.65％

第   ３投票所　仁倉公民館 132 人 87.42％

第   ４投票所　浜佐呂間活性センター 316 人 80.61％

第   ５投票所　幌岩公民館 103 人 83.74％

第   ６投票所　漁村環境改善総合センター（富武士） 266 人 85.26％

第   ７投票所　若里活性化センター 218 人 82.26％

第   ８投票所　朝富公民館 125 人 74.40％

第   ９投票所　若佐コミュニティセンター 478 人 86.44％

第 10投票所　栄公民館 283 人 82.27％

期日前投票所 621 人 －

計 4,518 人 88.36％

　

任
期
満
了
（
９
月
11
日
）
に
伴
う
佐
呂
間
町
長
選
挙
が
、

８
月
24
日
を
投
票
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
即
日
開
票
の

結
果
、
川
根
章
夫
氏
が
、
大
槻
哲
也
氏
を
抑
え
て
初
当

選
を
果
た
し
、
今
月
12
日
か
ら
向
こ
う
４
年
間
の
町
政

を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
の
25
日
に
は
、
当
選
証
書
付
与

式
が
役
場
２
階
会
議
室
で
行
わ
れ
、
須

藤
久
幸
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
川
根
氏

に
当
選
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

  

川 

根 

章 

夫 

氏 

略
歴

酪
農
学
園
短
大
卒
。
昭
和
47
年
佐
呂
間

町
役
場
に
奉
職
。
教
育
長
、
農
務
課
長
、

総
務
課
長
等
を
歴
任
。
59
歳
。
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町
内
を
運
行
す
る
バ
ス
路
線
は
、
マ

イ
カ
ー
の
普
及
や
人
口
の
減
少
、

少
子
化
の
影
響
に
よ
り
利
用
者
が
年
々
減

少
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

町
で
は
毎
年
こ
の
バ
ス
路
線
を
運
行
す

る
事
業
者
に
対
し
路
線
維
持
の
た
め
の
経

費
負
担
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
負
担

額
は
バ
ス
利
用
者
の
減
少
に
伴
い
年
々
増

加
の
傾
向
に
あ
り
、
平
成
19
年
度
で
は
総

額
で
２
、５
０
０
万
円
を
超
え
る
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
路
線
は
（
Ｈ
18
学
校

再
編
時
か
ら
の
）
町
内
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
経
路
と
重
複
し
た
路
線
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
合
理
的
で
且
つ
町
民
の
方
々
が
利

用
し
易
い
運
行
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
町
で
は
既

存
の
民
間
バ
ス
路
線
（
湧
網
線
・

遠
佐
線
・
佐
呂
間
線
）
の
廃
止
を
前
提

に
、
一
般
の
方
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ
の
乗

車
を
可
と
す
る
町
独
自
の
新
た
な
バ
ス
路

線
「
佐
呂
間
町
ふ
れ
あ
い
バ
ス
（
仮
称
）」

の
運
行
を
計
画
し
、
去
る
７
月
22
〜
25
日

の
間
で
町
内
３
会
場
に
お
い
て
町
民
の
皆

さ
ん
に
こ
の
計
画
概
要
を
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

新
た
な
バ
ス
路
線
の
運
行
を
計
画
。

平
成
22
年
度
か
ら
の
運
行
を
予
定
。

　

新
た
な
バ
ス
運
行
計
画
の
概
要
は
次
の

と
お
り
で
す
が
、
実
際
の
運
行
ま
で
に
町

民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
意
見
を
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
バ
ス
運
行
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
計
画
に
対
す

る
ご
意
見
や
お
気
付
き
の
点
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
担
当
（
企
画
財
政
課 

企
画
係 

２
・
１
２
１
４
）
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

  

町
内
線

　

ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
１
日
４
便（
朝
１
便
、

午
後
３
便
）に
限
り
運
行
時
刻
を
固
定
し
、

児
童
生
徒
と
一
緒
に
一
般
の
方
が
乗
車
で

き
る
混
乗
バ
ス
と
し
ま
す
。

　

若
里
・
ト
カ
ロ
チ
浜
線

　
（
ス
ク
ー
ル
１
号
）

　

知
来
・
仁
倉
線
（
ス
ク
ー
ル
２
号
）

　

大
成
・
共
立
線
（
ス
ク
ー
ル
３
号
）

　

栃
木
線
（
ス
ク
ー
ル
４
号
）

　

浜
佐
呂
間
線
（
ス
ク
ー
ル
５
号
）

　

富
武
士
経
由  

外
循
環

　

富
武
士
線
（
ス
ク
ー
ル
６
号
）

　

浜
佐
呂
間
経
由  

内
循
環

市
街
地
区
や
危
険
箇
所
を
除
き
全
区
間

フ
リ
ー
乗
降
（
ど
こ
で
も
乗
り
降
り
で

き
る
）
と
し
ま
す
。

フ
リ
ー
乗
降
と
す
る
た
め
バ
ス
停
留
所

の
表
示
は
市
街
地
な
ど
の
主
要
箇
所
の

み
と
し
、
新
た
な
停
留
所
や
待
合
所
は

設
置
し
ま
せ
ん
。

高
齢
者
の
方
の
通
院
に
配
慮
し
、
公
的

病
院
で
あ
る
佐
呂
間
厚
生
病
院
前
で
の

乗
り
降
り
を
可
能
と
し
ま
す
。

国
土
交
通
省
の
許
可
を
得
て
の
運
行
と

な
る
た
め
、
路
線
は
幹
線
経
路
を
基
本

と
し
ま
す
が
、
小
中
学
生
の
通
学
に
つ

い
て
は
学
校
再
編
時
の
地
域
と
の
話
し

合
い
の
経
緯
を
尊
重
し
、
現
在
の
枝
線

へ
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
個
別
に
協
議

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

佐
呂
間
保
育
所
に
入
所
す
る
児
童
で
、

保
護
者
の
送
迎
が
困
難
と
思
わ
れ
る
遠

距
離
通
所
児
童
の
乗
車
の
可
否
に
つ
い

て
検
討
、
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

日
曜
日
、
年
末
年
始
は
全
便
運
休
と
し

ま
す
。

〇〇〇〇〇〇
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町
外
線

　

小
型
バ
ス
に
よ
り
、
遠
軽
厚
生
病
院
と

北
見
赤
十
字
病
院
へ
の
直
行
便
を
平
日
３

便
（
朝
・
昼
・
夕
）、
町
が
単
独
で
運
行

し
ま
す
。

　

遠
軽
線
（
佐
呂
間　

遠
軽
町
直
行
）

北
見
線
（
佐
呂
間　

北
見
市
直
行
）

町
外
線
は
、
町
外
で
の
途
中
乗
降
は
出

来
な
い
病
院
直
行
便
と
し
ま
す
。

（
町
内
区
間
は
フ
リ
ー
乗
降
）

町
外
線
の
車
輌
は
15
人
乗
り
程
度
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

土
曜
・
日
曜
・
祝
祭
日
・
年
末
年
始
は

全
便
運
休
と
し
ま
す
。

〇〇〇

平
成
22
年
４
月
１
日
（
予
定
）

（
全
区
間
運
賃
定
額
制　

乗
車
一
回
あ
た

り
の
料
金
）

  

町
内
線

一

般　
　
　
　
　

２
０
０
円

高
校
生　
　
　
　
　

１
０
０
円

小
中
学
生　
　
　
　
　

１
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
通
学
無
料
）

高
齢
者
及
び
身
障
者　

１
０
０
円　

幼

児　
　
　
　
　

無
料

〇〇〇〇〇

  

町
外
線

一

般　
　
　
　
　

５
０
０
円

（
中
学
生
以
上　

高
齢
者
含
む
）

小
学
生　
　
　
　
　

２
０
０
円

身
障
者　
　
　
　
　

２
０
０
円　

幼

児　
　
　
　
　

無
料

〇〇〇〇
　

運
行
は
、「
サ
ロ
マ
総
合
管
理
協
同
組

合
」
に
一
括
委
託
し
ま
す
。

※遠佐線（北見バス）は廃止 ※湧網線（網走バス）湧別方面は廃止

　町内線

　　スクール１号　若里・トカロチ浜線（若里・トカロチ浜⇔佐呂間）

　　スクール２号　知来・仁倉線（知来・仁倉⇔佐呂間）

　　スクール３号　大成・共立線（大成・共立・栄⇔佐呂間）

　　スクール４号　栃木線（栃木・若小・富丘⇔佐呂間）

　　スクール５号　浜佐呂間線（佐呂間→富武士経由外循環）

　　スクール６号　富武士線（佐呂間→浜佐呂間経由内循環）

　　※　　富丘・朝日線／幌岩線（小学生ハイヤー委託）

　町外線

　　遠軽線（佐呂間⇔遠軽町直行）

　　北見線（佐呂間⇔北見市直行）

　※　　北見市営バス栄浦線

　（浜佐呂間⇔常呂）の延長依頼を検討

病院
ＪＲ駅

※ハイヤー

※佐呂間線（北見バス）は廃止

病院

※湧網線（網走バス）網走方面は廃止

トカロチ浜

※ハイヤー

※北見市営バス
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  町内線　※停留場所は目安として主なところを掲載しています。

停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 7:07 14:20 13:01 16:33 19:08

佐呂間高校 7:10 14:15 12:58 16:30 19:05

旧若里小学校 7:15 14:10 12:53 16:27 19:02

床丹 7:19 14:06 12:49 16:21 18:56

トカロチ浜 7:23 14:02 12:45 16:17 18:52

安田宅前（浜床丹） 7:30 13:55 12:38 16:10 18:45

旧若里小学校 7:40 13:45 12:28 16:00 18:35

中谷宅前（団体） 7:46 13:39 12:22 15:54 18:29

佐呂間高校 7:56 13:29 12:12 15:44 18:19

佐呂間小学校 8:00 13:25 15:40

佐呂間中学校 8:02 13:25 12:08 15:40 18:15

バスターミナル 8:12 13:19 11:58 15:30 18:12

若里・トカロチ浜線（スクール１号） 知来・仁倉線（スクール２号）
停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 7:00 14:20 13:00 16:32 19:07

知来２３号 7:06 14:11 12:54 16:26 19:01

知来 7:10 14:07 12:50 16:22 18:57

仁倉９線 7:15 14:02 12:45 16:17 18:52

山下宅前 7:20 13:57 12:40 16:12 18:47

南二会館（仁倉） 7:23 13:54 12:37 16:09 18:44

水戸宅前 7:28 13:50 12:33 16:05 18:40

知来２３号 7:45 13:33 12:16 15:48 18:23

佐呂間小学校 7:53

佐呂間中学校 7:57 13:25 12:08 15:40 18:15

佐呂間小学校 13:25 15:40

バスターミナル 8:07 13:17 11:58 15:30 18:12

停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 6:53 14:32 13:13 16:55 19:20

若佐局前 7:05 14:18 13:01 16:43 19:08

６線入口（大成） 7:16

縄宅前（共立） 7:27 14:04 12:47 16:29 18:54

６線入口（大成） 13:53 12:36 16:18 18:43

山内商店前（栄） 7:35 13:48 12:31 16:13 18:38

若佐小学校 7:42 13:41 12:24 16:06 18:31

若佐局前 7:46 13:37 12:20 16:02 18:27

朝日会館前 7:50 13:33 12:16 15:58 18:23

佐呂間小学校 7:58

佐呂間中学校 8:01 13:25 12:08 15:50 18:15

佐呂間小学校 13:25 15:50

バスターミナル 8:11 13:17 11:58 15:40 18:12

大成・共立線（スクール３号）
停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 7:04 14:27 13:08 16:50 19:05

富丘３４号 7:10 14:19 13:02 16:44 18:59

消防コミセン前 7:16 14:13 12:56 16:38 18:53

栃木１５線 7:21 14:09 12:52 16:34 18:49

栃木２３線 7:28 14:02 12:45 16:27 18:42

栃木１５線 7:36 13:54 12:37 16:19 18:34

中園１３線 7:40 13:48 12:31 16:13 18:30

消防コミセン前 7:42 13:46 12:29 16:11 18:28

平戸宅前（川西） 7:45 13:43 12:26

若佐小学校 7:48 13:40 12:23 16:05

富丘３４号 7:57 13:31 12:14 15:56 18:21

佐呂間中学校 8:03 13:25 12:08 15:50 18:15

バスターミナル 8:13 13:19 11:58 15:40 18:12

栃木線（スクール４号）

停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 6:54 13:19 11:58 15:30 18:12

佐呂間中学校 13:25 12:08 15:40 18:15

佐呂間小学校 13:25 15:40

佐呂間高校 6:57 13:29 12:12 15:44 18:19

富武士浜 7:11 13:43 12:26 15:58 18:33

旧幌岩小学校前 7:22 13:54 12:37 16:09 18:44

汐見杉森宅 7:30

浜佐呂間 7:38 14:02 12:45 16:17 18:52

仁倉 7:47 14:11 12:54 16:26 19:01

知来 7:54 14:18 13:01 16:33 19:08

佐呂間中学校 8:03

バスターミナル 8:13 14:29 13:12 16:41 19:16

浜佐呂間線　富武士経由外循環（スクール５号）
停留場所 登校便 下校便 1 下校便 2 下校便 3

バスターミナル 7:00 13:19 11:58 15:40 18:12

佐呂間中学校 13:25 12:08 15:50 18:15

知来 7:08 13:34 12:17 15:59 18:24

仁倉 7:15 13:41 12:24 16:06 18:31

浜佐呂間 7:24 13:50 12:33 16:10 18:40

汐見杉森宅 13:58 12:41 16:23 18:48

旧幌岩小学校前 7:32 14:06 12:49 16:31 18:56

富武士浜 7:43 14:17 13:00 16:42 19:07

佐呂間高校 7:57 14:31 13:14 16:56 19:21

佐呂間小学校 8:01

佐呂間中学校 8:03

バスターミナル 8:13 14:36 13:17 16:59 19:24

富武士線　浜佐呂間経由内循環（スクール６号）

※日曜日、年末年始は全便運休
※下校便１の土曜日は右時刻表で運行
※下校便３は平日のみ運行（土曜・祝祭日・学校休業日は運休）で
　10 月～ 4月は運行時刻を 1時間早める。

町外線
遠軽厚生病院、北見赤十字病院の外来診療
時間に合わせ１日３往復（朝・昼・夕）で
ダイヤ案を検討しています。
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　去る８月５日、高橋北海道知事が「まちかど対話」
のため遠紋地域を訪れましたが、その際、町内若佐
の竜巻災害被災者の慰霊之碑に立ち寄られ、献花と
黙祷を捧げ、故人のご冥福をお祈りされました。
　一行は、女満別空港からバスで来町され、堀町長
と桑原若佐自治会長をはじめ、若佐地域の多くの住
民の方々の出迎えを受けました。
　献花、黙祷の後、高橋知事より被災者へのお悔や
みとお慰めの言葉がありました。

8/5 竜巻災害被災者へ献花、黙祷
▼高橋知事 若佐竜巻災害慰霊之碑に献花

話
題
・
出
来
事
な
ど
皆
さ
ん
か
ら
の

情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
民
課
住
民
活
動
係  

℡
２
・
１
２
１
３

　サロマ湖内で遊覧船を運航されている富武士の
相原さんが、サンガーデンさろまの入居者の皆さ
んを無料で湖内遊覧試乗に招待されました。当日
は天気も良く最高のロケーションのなか、１時間
３０分程遊覧。めったにない体験に入居者の皆さ
んも喜ばれていました。

8/18 サロマ湖を満喫
▼サロマ湖内遊覧試乗

　

佐
呂
間
金
管
バ
ン
ド
少
年
団
が
佐
呂
間

厚
生
病
院
を
慰
問
し
ま
し
た
。
少
年
団
で

は
、
例
年
、
奉
仕
活
動
と
し
て
病
院
や
福

祉
施
設
を
訪
れ
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

披
露
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
夏
休
み
期
間
中
の
炎
天
下
の

な
か
、
入
院
患
者
の
皆
さ
ん
が
、
楽
し
い

気
分
に
な
っ
て
、
こ
れ
か
ら
も
元
気
で
過

ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
想
い
を
込

め
、
３
曲
を
演
奏
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

演
奏
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

▼
佐
呂
間
金
管
バ
ン
ド
少
年
団
奉
仕
活
動

8/4



広報サロマ
2008.9 8

　地方公務員法の規定により、人事行政の公平性・透明性の確保

を目的として、「人事行政の運営等の状況」を公表することが義務

付けられています。佐呂間町においても、「佐呂間町人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例」に基づき公表を行ってきたとこ

平成 20年 4月 1日における職員数、職員数の増減の状況

区分 平成 20 年 平成 19 年 増減数 増減理由

一般行
政部門

議　　会 2人 2人 －
総　　務 22 人 22 人 －
税　　務 7人 7人 －
民　　生 20 人 20 人 －
衛　　生 9人 9人 －
労　　働 － － －
農林水産 12 人 14 人 ▲２ 欠員不補充 (▲ 2)
商　　工 3人 3人 －
土　　木 9人 9人 －
計 84 人 86 人 －

特別行
政部門

教　　育 20 人 20 人 －
計 20 人 20 人 －

公営企
業等会
計

水　　道 3人 3人 －
下  水  道 3 人 3人 －
そ  の  他 17 人 16 人 １ 広域連合派遣職員 (1)
計 23 人 22 人 －

合計 127 人 128 人 ▲１
※職員数は、地方公共団体定員管理調査に基づく一般職に属する職員数であり、教
　育長を含む。
※一般会計職員のうち、国民健康保険事業職員 (2 人 )、介護保険事業職員 (2 人 ) 及
　び北海道後期高齢者医療広域連合派遣職員 (1 人 ) は公営企業等会計 ( その他 ) の
　区分に分類。 （平成 20年度地方公共団体定員管理調査）

平成 20年 4月 1日における級別の職員数（一般行政職）

区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級
標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師 主査 係長

主任 課長補佐 課長

職員数 2人 1人 33 人 26 人 11 人 14 人
構成比 2.3％ 1.2％ 37.9％ 29.9% 12.6% 16.1%

（平成20年度地方公務員給与実態調査）

平成 19 年度における職員給与の
状況（平成 19年度一般会計決算）

職員数（Ａ） 109 人

給
与
費

給料 475,766 千円
職員手当 53,033 千円
期末・勤勉手当 165,486 千円
計（Ｂ） 694,285 千円

1人当りの平均給与費
（Ｂ /Ａ） 6,370 千円

※職員給与費とは、人件費のうち、一般
　職の職員に対して支給される給料及び
　扶養手当、寒冷地手当、管理職手当、　
　夜間勤務手当、通勤手当、時間外勤務
　手当、住居手当、期末･勤勉手当等の諸
　手当に要する経費であり、退職手当に
　要する経費は含んでいません。

平成 20 年 4月 1日における職員の平均
給与月額、平均年齢及び初任給の状況

※平均給料月額とは、基本給の平均をい
　います。
※平均給与月額とは、給料及び職員手当
　（期末･勤勉手当、寒冷地手当、退職手
　当を除く）の合計額をいいます。
※初任給は、一般行政職の試験採用の場
　合によります。

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 349,500 円 374,000 円
平均給与月額 379,300 円 411,500 円
平均年齢 43 歳 2月 54 歳 7月
初任給
　大学卒 172,200 円 172,200 円
　高校卒 140,100 円 140,100 円

平成 19年度における職員の採用の状況

区分 採用数 備考

一般
行政職

事務職 1人
技術職 1人 保健師
計 2人

平成 19年度における職員の退職の状況

定年退職 － 懲戒免職 －
勧奨退職 1人 失　　職 －
普通退職 1人 死亡退職 －
分限免職 － 合　　計 2人

平成 19 年度における
人件費の状況
（平成19年度一般会計決算）

住民基本台帳人口
( 平 20.3.31 現在 )

6,172 人
歳出額（Ａ）

4,506,400 千円
人件費（Ｂ）

905,767 千円
人件費率（Ｂ /Ａ）

20.1%
※一般会計決算額のため、特別会計に係
　る人件費等は含んでいません。

ろであります。本年度におきましても、職員の給与や職員数、勤務条件などの人事行政の運営等の状況

について公表することで、人事行政の透明性を高め、その公平な運営に努めてまいります。
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平成 20年 4月 1日における学歴別及び
経験年数別の職員の平均給料月額

区
分

一
般
行
政
職

技
能
労
務
職

大
学
卒

高
校
卒

高
校
卒

10
年
以
上

15
年
未
満
２
７
６
、９
０
０
円
２
４
０
、１
０
０
円

－

15
年
以
上

20
年
未
満
３
１
６
、６
０
０
円
２
８
６
、６
０
０
円

－

20
年
以
上

25
年
未
満
３
８
２
、５
０
０
円
３
４
７
、４
０
０
円

－

25
年
以
上

30
年
未
満
４
２
４
、６
０
０
円
３
８
５
、７
０
０
円
３
４
３
、５
０
０
円

30
年
以
上

35
年
未
満
４
４
７
、７
０
０
円
４
０
３
、５
０
０
円

－

35
年
以
上
４
５
６
、８
０
０
円
４
４
６
、２
０
０
円
３
９
４
、４
０
０
円

（平成20年度地方公務員給与実態調査）

平成 20年 4月 1日における職員の給与の削減のための特別措置の状況

区分
支給月額 期末手当 備

考措置後 措置前 削減率 措置後 措置前

給
料

町長 700,000 円 800,000 円 ▲ 12.5％
削減措置
なし 6月支給分

2.1 月分
12 月支給分
2.3 月分
計

4.4 月分

特
別
措
置
の
期
間
は
当
分
の
間

副町長 564,000 円 645,000 円 ▲ 12.6％
教育長 503,000 円 575,000 円 ▲ 12.5％

報
酬

議長 261,000 円 290,000 円 ▲ 10.0％ 6 月支給分
1.9 月分
12 月支給分
2.06 月分
計

3.96 月分

副議長 211,000 円 235,000 円 ▲ 10.2％
常任委員長
運営委員長 193,000 円 215,000 円 ▲ 10.2％

議員 175,000 円 195,000 円 ▲ 10.3％

区分
管理職手当 期末勤勉手当に係る

役職加算
住居手当
（自己所有）措置後 措置前

一般職

課長職
8％
補佐職
6％

課長職
10％
補佐職
8％

措置後
役職加算なし
措置前
3～ 6級在職者に対
し 5～ 15％の加算

措置後
月額5,000 円
措置前
月額8,000 円

平
成
20
年
４
月
１
日
に
お
け
る
職
員
に

対
す
る
手
当
の
状
況

扶
養
手
当

配
偶
者　

月
額
１
３
、０
０
０
円

配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
月

額
６
、０
０
０
円
（
職
員
に
扶
養
親
族
で

な
い
配
偶
者
が
あ
る
場
合
１
人
目
に
月
額

６
、５
０
０
円
）（
職
員
に
配
偶
者
が
な
い

場
合
１
人
目
に
月
額
１
１
、０
０
０
円
）

満
16
歳
の
年
度
初
め
か
ら
満
22
歳
の
年
度

末
ま
で
の
子
が
い
る
場
合
の
加
算
額
１
人

に
つ
き
月
額
５
、０
０
０
円

支
給
職
員
数　

74
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

２
０
、９
０
０
円

住
居
手
当

家
賃
、
間
代
を
月
額
１
２
、０
０
０
円
以

上
支
払
っ
て
い
る
職
員
に
対
し
、
家
賃
の

額
に
応
じ
支
給
す
る
。（
但
し
、
職
員
住

宅
の
入
居
者
は
除
く
。）　

支
給
限
度
額

２
７
、０
０
０
円

自
ら
住
宅
を
新
築
、
購
入
し
た
職
員
に
対

し
、
月
額
５
，
０
０
０
円
を
支
給
す
る
。

支
給
職
員
数　

71
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

７
、１
０
０
円

通
勤
手
当

交
通
機
関
利
用
者･･･

運
賃
等
の
額
に
応

じ
支
給
。
最
高
限
度
額 

５
５
、０
０
０
円

自
動
車
等
使
用
者･･･

通
勤
距
離
に
応
じ

月
額 

２
、０
０
０
円
〜
２
４
、５
０
０
円

支
給
職
員
数　

８
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

５
、９
０
０
円

管
理
職
手
当

管
理
・
監
督
の
地
位
に
あ
る
職
員
に
支
給

す
る
。

課
長
職　
　
　

給
料
月
額
の
８
％

課
長
補
佐
職　

給
料
月
額
の
６
％

支
給
職
員
数　

30
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

３
０
、５
０
０
円

時
間
外
勤
務
手
当

正
規
の
勤
務
時
間
を
超
え
て
勤
務
し
た
場

合
に
支
給
す
る
。

支
給
職
員
数　

51
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

１
８
、９
０
０
円

日
直
手
当

週
休
日
又
は
休
日
に
日
直
の
勤
務
を
命
ぜ

ら
れ
た
職
員
に
支
給
。

支
給
職
員
数　

11
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

４
、２
０
０
円

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当

週
休
日
又
は
休
日
に
勤
務
し
た
管
理
職
手

当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
支
給
す
る
。

支
給
職
員
数　

０
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

０
円

夜
間
勤
務
手
当

正
規
の
勤
務
時
間
と
し
て
午
後
10
時
か
ら

翌
日
の
午
前
５
時
ま
で
の
間
に
勤
務
す
る

給料及び各種手当（寒冷地手当、期末
手当、勤勉手当を除く。）の ｢支給職員
数 ｣の欄には、給料及び各種手当を平
成 20 年 4 月分として、本来支給すべ
き職員数（ただし、時間外勤務手当、
日直手当、管理職員特別勤務手当及び
夜間勤務手当については、4月実働職
員数。）としている。
寒冷地手当、期末手当、勤勉手当の ｢
支給職員数 ｣の欄には、寒冷地手当に
あっては、平成 20 年 3 月 1 日に在職
する支給実職員数を、期末手当、勤勉
手当にあっては、平成 19 年 12 月 1
日に在職する支給実職員数としている。
「1 人当たり支給額」の欄には、平成
20 年 4 月分として支給すべき給料及
び各種手当の支給総額のそれぞれにつ
いて、当該支給総額に対応する ｢支給
職員数 ｣の欄に記載されている職員数
で除して得た額としている。
時間外勤務手当、日直手当、管理職員
特別勤務手当及び夜間勤務手当の支給
総額にあっては 4月実働分支給総額と
し、寒冷地手当、期末手当及び勤勉手
当の支給総額にあっては、平成 19 年
度実支給年額としている。

（平成20年度地方公務員給与実態調査）

■・・・・・■・・・・■・・・・■・

・・・・■・・・■・・・■・・・■・

職
員
に
支
給
す
る
。

支
給
職
員
数　

３
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

７
、５
０
０
円

寒
冷
地
手
当

世
帯
区
分
に
応
じ
て
、
11
月
か
ら
翌
年
の

３
月
ま
で
の
間
に
支
給
す
る
。（
扶
養
親
族

の
あ
る
世
帯
主
・
扶
養
親
族
の
な
い
世
帯

主
・
そ
の
他
職
員
）

支
給
職
員
数　

１
２
６
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

１
０
４
、６
０
０
円

期
末
手
当

支
給
割
合　

６
月
期　
　

１
・
４
月
分

　
　
　
　
　

12
月
期
計　

１
・
６
月
分

　
　
　
　
　

計　
　
　
　

３
・
０
月
分

支
給
職
員
数　

１
２
６
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

９
１
７
、９
０
０
円

勤
勉
手
当

支
給
割
合　

６
月
期　
　

０
・
75
月
分

　
　
　
　
　

12
月
期
計　

０
・
75
月
分

　
　
　
　
　

計　
　
　
　

１
・
５ 

月
分

支
給
職
員
数　

１
２
６
人

１
人
当
り
支
給
額　

  

５
３
４
、１
０
０
円

・・■・・・■・・・■・・・

※

※

※

※
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平成 20 年 4 月 1 日に
おける職員の勤務時間
（標準的なもの）

1 週間の勤務時間
40 時間

開始時間
午前 8時 30 分

終了時間
午後 5時 30 分

休憩時間
12：00 ～ 13：00

平成 19 年度における職員の年
次有給休暇の取得状況
（平成 19年 1月 1日～平成 19年 12 月 31 日）

給付与日数Ａ 4,936 日
総取得日数Ｂ 801 日
対象職員数Ｃ 125 人
平均取得日数Ｂ /Ｃ 6.4 日
取得率Ｂ /Ａ 16.2％

平成 19 年度における時間外勤
務の状況
時間外・休日勤務総時間

6,475 時間
時間外・休日勤務職員数

96 人
職員１人当たりの年間平均時間

67.4 時間
※管理職を除く

平成 19年度における職員の分限の件数

処分事由 地方公務員法 降任 免職 休職 降給
勤務成績が良くない場合 第28条第 1項第 1号 0 人 0 人 0人 0人

心身の故障の場合 第28条第 1項第 2号
及び同条第 2項第 1号 0 人 0 人 0人 0人

職に必要な適格性を欠く場合 第28条第 1項第 3号 0 人 0 人 0人 0人
職制若しくは定数の改廃又は予
算の減少により廃職又は過員を
生じた場合

第 28条第 1項第 4号 0 人 0 人 0人 0人

刑事事件に関し起訴された場合 第28条第 2項第 2号 0 人 0 人 0人 0人
条例に定める時由による場合 第27条第 2項 0 人 0 人 0人 0人
地方公務員法第 28 条第 4項により失職した者 0人 0人 0人 0人

平成 19年度における職員の懲戒の件数

処分事由 地方公務員法 戒告 減給 停職 免職
法令に違反した場合 第29条第 1項第 1号 0 人 0 人 0人 0人
職務上の義務に違反し、又
は職務を怠った場合 第29条第 1項第 2号 0 人 0 人 0人 0人

全体の奉仕者たるにふさわし
くない非行のあった場合 第29条第 1項第 3号 0 人 1 人 0人 0人

平成 19年度における営利企業等の従事の許可の件数
営利を目的とする会社その他の団体の役員等を兼ねる場合 0件
自ら営利を目的とする私企業を営む場合 0件
報酬を得て事業又は事務に従事する場合（統計調査等） 0件

措置要求件数 0件

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

７
月
生
ま
れ
の
赤
ち
ゃ
ん

☆
薗
田　

夏
希
（
な
つ
き
）
く
ん

　

平
成
20
年
７
月
２
日
生
ま
れ

　

宮
前
町　

薗
田　

宜
紀
・
仁
子　

さ
ん

☆
淺
野　

樹
良
（
じ
ゅ
ら
）
く
ん

　

平
成
20
年
７
月
15
日
生
ま
れ

　

富
武
士　

淺
野　

龍
・
幸
恵　
　

さ
ん

☆
石
崎　

冬
真
（
と
う
ま
）
く
ん

　

平
成
20
年
７
月
16
日
生
ま
れ

　

西　

富　

石
崎　

雄
太
・
麻
里
奈
さ
ん

☆
本
間　

爽
弓
（
さ
ゆ
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
７
月
17
日
生
ま
れ

　

若　

里　

本
間　

満
・
貴
子　
　

さ
ん

☆
本　

間　

心
（
し
ん
）
く
ん

　

平
成
20
年
７
月
23
日
生
ま
れ

　

幸　

町　

本
間　

直
敏
・
恵
奈　

さ
ん

☆
山
越　

愛
莉
（
あ
い
り
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
７
月
28
日
生
ま
れ

　

武　

士　

山
越　

透
・
佳
奈　
　

さ
ん

☆
小
林　

史
佳
（
ふ
み
か
）
ち
ゃ
ん

　

平
成
20
年
７
月
30
日
生
ま
れ

　

西　

富　

小
林　

正
典
・
博
美　

さ
ん

人
の
う
ご
き　

７
月
末
現
在

人　

口　

６
、１
３
７
人
（
△
６
）

　

男　
　

２
、９
３
５
人
（
△
５
）

　

女　
　

３
、２
０
２
人
（
△
１
）

世
帯
数　

２
、５
０
４
戸
（
△
１
）

（　

）
内
は
前
月
比
で
す
。
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平
成
19
年
度
に
お
け
る
職
員
の
研
修
の
実
施
状
況

派
遣
先

研
修
名

研
修
場
所
人
数

研
修
期
間

自
治
大
学
校

自
治
大
学
校
研
修

東
京
都

１
人

７
月
４
日
〜
７
月
28
日

網
走
支
庁
管
内

町
村
会

町
村
新
規
採
用
職
員
基
礎
研
修
遠
軽
町

１
人

10
月
17
日
〜
10
月
19
日

町
村
中
級
職
員
研
修

津
別
町

１
人

７
月
４
日
〜
７
月
６
日

法
務
（
基
礎
）
研
修

佐
呂
間
町
４
人

10
月
10
日

法
務
（
応
用
）
研
修

遠
軽
町

１
人

10
月
22
日
〜
10
月
23
日

町
村
監
督
者
研
修

訓
子
府
町
１
人

８
月
８
日
〜
８
月
10
日

北
海
道
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー

地
方
自
治
法
研
修

札
幌
市

４
人

８
月
９
日
〜
８
月
10
日

８
月
23
日
〜
８
月
24
日

管
理
能
力
研
修

１
人

10
月
25
日
〜
10
月
26
日

平
成
19
年
度
に
お
け
る
職
員
の
勤
務
成
績
の
認
定
の
状
況

未
実
施
（
※
課
長
職
に
つ
い
て
の
み
試
行
）

平成 19年度における職員の厚生制度の状況

健康診断の種類 実施期間 受診者数

一般検診 平成 19 年 10 月、
平成 20 年 3月 82 人

腰痛検査 平成 19 年 10 月、
平成 20 年 1～ 3月 70 人

総合検診
（人間ドック）

平成 19 年 4月から
平成 20 年 3月まで 99 人

①職員の保健に関すること（健康診断の実施状況）

②職員の元気回復に関すること　　　未実施

③その他職員の厚生に関すること　　未実施
※本表は、地方公務員法第 42条の規定に基づく職員の厚

　生制度の状況

団体名 助成金額 備考
佐呂間町役場職員親睦会 0円 助成なし

職員互助団体への助成状況

区分 災害件数

公
務
災
害

職務遂行中の負傷 0件
職務に伴う合理的行為又は準備・後始末中の負傷 0件
出張中の負傷 0件
レクリエーション参加中の負傷 0件
その他の行為中の負傷 0件

通勤災害（通勤途中上の負傷） 0件

平成 19年度における職員公務災害補償の状況

不服申立件数 0件苦情処理の件数 0件

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
社
会
福
祉
協
議
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

宮
前
町　
　

五
十
嵐　

秀　

子　

さ
ん

　

宮
前
町　
　

五
十
嵐　

マ
サ
子　

さ
ん

　

浜
佐
呂
間　

村　

岡　

眞
知
子　

さ
ん

　

東　
　
　
　

窪　

内　

幸　
　
　

さ
ん

　

宮
前
町　
　
　
　

野　

ヨ
シ
子　

さ
ん

　

浜
佐
呂
間　

本　

間　

八
惠
子　

さ
ん

　

若
佐　
　
　

杉　

山　

正　

一　

さ
ん

　

浜
佐
呂
間　

大　

澤　

一　

男　

さ
ん

　

札
幌
市　
　

後　

藤　

陽　

子　

さ
ん

▼
福
祉
事
業
に
対
し
て

　

佐
呂
間
社
交
ダ
ン
ス
同
好
会　
　

様

　

佐
呂
間
高
等
学
校
生
徒
会　
　
　

様

　

苫
小
牧
市

　

㈱
東
商
店

　

代
表
取
締
役　

東　
　

武　

敏　

様

■
東
自
治
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

東　
　
　
　

窪　

内　

幸　
　
　

さ
ん

■
東
若
寿
会

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

東　
　
　
　

窪　

内　

幸　
　
　

さ
ん

■
佐
呂
間
悠
友
ク
ラ
ブ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

宮
前
町　
　

諸　

岡　

久　

子　

さ
ん

■
仁
倉
老
人
ク
ラ
ブ

▼
香
典
返
し
を
廃
し
て

　

宮
前
町　
　

津　

田　

ト　

ヨ　

さ
ん
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国
民
年
金
の
請
求
手
続
き
に
つ
い
て

　

９
月
中
に
65
歳
に
な
ら
れ
る
方
は
老

齢
基
礎
年
金
の
裁
定
請
求
手
続
き
が
で

き
ま
す
の
で
、
誕
生
日
後
に
町
民
課
戸

籍
年
金
係
で
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。（
※
国
民
年
金
第
一
号
期
間
の
み
の

方
）

● 

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
年
金
証
書

　
（
年
金
受
給
者
）

・
本
人
及
び
配
偶
者
の
基
礎
年
金
番
号

　

通
知
書

・
戸
籍
謄
本
及
び
住
民
票
交
付
手
数
料

・
預
金
通
帳（
自
動
振
込
を
希
望
の
場
合
）

・
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
よ
り
送
付

　

さ
れ
る
「
裁
定
請
求
書
」

　

年
金
は
、
世
代
と
世
代
の
支
え
合
い

の
制
度
で
す
。
あ
な
た
が
納
付
す
る
保

険
料
が
、
高
齢
者
世
代
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。
同
時
に
、
あ
な
た
や
家
族

の
年
金
権
を
守
る
た
め
に
も
、
保
険
料

は
忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

国
民
年
金
の
給
付
に
は
、
老
後
の
生

活
保
障
で
あ
る
老
齢
基
礎
年
金
だ
け
で

な
く
、
思
わ
ぬ
事
故
等
に
よ
り
障
害
が

残
っ
た
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
、
生
計

　

北
海
道
と
市
町
村
が
助
成
す
る
「
重

度
心
身
障
害
者
医
療
制
度
」
及
び
「
乳

幼
児
等
医
療
制
度
」
の
受
給
資
格
対
象

者
が
次
の
と
お
り
拡
大
さ
れ
ま
す
。

■
重
度
心
身
障
害
者
医
療
制
度

▼
改
正
内
容

平
成
20
年
９
月
ま
で
は

「
身
体
障
害
者
」・「
知
的
障
害
者
」

平
成
20
年
10
月
か
ら
は

「
身
体
障
害
者
」・「
知
的
障
害
者
」・

「
精
神
障
害
者
」

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方

　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
「
１
級
」
を
お

　

持
ち
の
方

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方
の
助
成
内
容

　

新
た
に
対
象
と
な
る
精
神
保
健
福
祉

　

手
帳
１
級
を
お
持
ち
の
方
に
つ
い
て

　

は
、「
入
院
外
」
の
み
が
対
象
と
な
り

　

ま
す
。

▼
申
請
手
続
き

　

保
険
証
、
精
神
福
祉
手
帳
、
印
鑑
を

　

ご
持
参
の
上
、
役
場
保
健
福
祉
課
医

　

療
保
険
係
に
て
受
給
者
証
交
付
の
申

　

請
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
乳
幼
児
等
医
療
制
度

▼
改
正
内
容

平
成
20
年
９
月
ま
で
は

「
未
就
学
児
」
ま
で

平
成
20
年
10
月
か
ら
は

「
未
就
学
児
」
及
び
「
小
学
校
１
年
生
〜

中
学
校
３
年
生
」
ま
で

▼
新
た
に
対
象
と
な
る
方
の
助
成
内
容

　

新
た
に
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
に
つ

　

い
て
は
、「
入
院
」
の
み
対
象
と
な
り

　

ま
す
。（
外
来
・
歯
科
・
調
剤
・
柔
道

　

整
復
・
針
灸
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。）

▼
申
請
手
続
き

　

新
た
に
対
象
と
な
る
児
童
生
徒
に
つ

　

い
て
は
、「
乳
幼
児
医
療
受
給
者
証
」

　

の
交
付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
入
院
さ
れ
た
場
合
は
、
退
院
す
る
ま

で
の
自
己
負
担
額
を
一
旦
医
療
機
関
へ

お
支
払
い
た
だ
き
、「
領
収
書
」、「
印
鑑
」、

「
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の
（
ゆ
う

ち
ょ
銀
行
以
外
）」
を
ご
持
参
の
上
、
役

場
保
健
福
祉
課
医
療
保
険
係
に
て
償
還

払
い
申
請
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
両
制
度
と
も
こ
れ
ま
で
同
様
、
所
得

制
限
の
範
囲
内
の
方
が
対
象
と
な
り
ま

す
。
所
得
制
限
の
範
囲
を
超
え
る
世
帯

に
属
す
る
方
は
、
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

佐
呂
間
町
国
民
健
康
保
険
に
加

入
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
お
持
ち

の
被
保
険
者
証
は
、
９
月
30
日
が

有
効
期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
１
日
以
降
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
の
で
次
の
と
お
り
更
新
手
続

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
既
に
学
校
を
卒
業
さ
れ

他
市
町
村
に
居
住
さ
れ
て
い
る
場

合
や
事
業
所
等
の
健
康
保
険
の
資

格
を
有
し
た
場
合
は
、
国
保
の
喪

失
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

届
出
を
忘
れ
て
い
る
と
そ
の
ま
ま

国
保
税
が
課
税
さ
れ
た
り
、
保
険

の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
手
続
き
が
お

済
み
で
な
い
場
合
は
、
忘
れ
ず
に

喪
失
の
届
出
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

更
新
日
程　

９
月
10
日
か
ら
30
日

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

役
場 

保
健
福
祉
課 

医
療
保
険
係

役
場 

若
佐
支
所

役
場 

浜
佐
呂
間
出
張
所

そ
の
他
各
公
民
館
等　

日
程
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
該
当

世
帯
へ
個
別
通
知
致
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

印
鑑

在
学
証
明
書

（
佐
呂
間
町
よ
り
他
市
町
村
へ
転
出

の
手
続
を
し
、
通
学
の
た
め
に
被

保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
る
方
。

な
お
、
４
月
以
降
在
学
証
明
書
を

提
出
さ
れ
て
い
る
方
は
不
要
で

す
。）

在
園
証
明
書
等

（
佐
呂
間
町
よ
り
他
市
町
村
へ
転
出

の
手
続
を
し
、
施
設
等
に
入
所
し

て
い
て
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受

け
る
方
。）

■・・・・※■・・・・

　

大
規
模
な
土
地
取
引
の
契
約
を

し
た
時
は
、
契
約
を
し
た
日
か
ら

２
週
間
以
内
に
、
市
町
村
へ
届
け

出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

佐
呂
間
町
内
の
土
地
の
場
合
、

農
地
以
外
の
規
模
で
１
万
㎡
以
上

の
取
引
を
行
っ
た
後
、
届
け
出
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・  

役
場 

企
画
財
政
課 

計
画
係

　

℡
２
・
１
２
１
４

・  

網
走
支
庁 

地
域
振
興
部 

地
域 

　

政
策
課

　

℡
０
１
５
２
・
４
１
・
０
７
６
２

「富山県７月大雨災害義援金」の受付について
■募集期間　平成 20年８月１日～平成 20年９月 30日
■受付方法　郵便振替（振替手数料免除）
　　　　　　口座番号　００７７０・２・２５７２８

　　　　　　口座名義　日本赤十字社富山県支部

※通信欄には「富山大雨」と明記願います。

※郵便局窓口扱いの場合、振込手数料無料

※受領証発行希望の場合は、その旨を通信欄に記載

■現金窓口持参　役場 保健福祉課 福祉係

「金沢豪雨災害義援金」の受付について
■募集期間　平成 20年８月１日～平成 21年１月 30日
■受付方法　郵便振替（振替手数料免除）
　　　　　　口座番号　００７１０・７・１４０００

　　　　　　口座名義　日本赤十字社石川県支部

※通信欄には「金沢豪雨災害義援金」と明記願います。

※郵便局窓口扱いの場合、振込手数料無料

※受領証発行希望の場合は、その旨を通信欄に記載

■現金窓口持参　役場 保健福祉課 福祉係

　

10
月
１
日
か
ら
、
町
営
バ
ス
運
行
ダ

イ
ヤ
が
冬
時
間
に
変
わ
り
ま
す
。
冬
ダ

イ
ヤ
に
変
更
に
な
る
の
は
第
５
便
の
み

で
す
。

▼
第
５
便

佐
呂
間
発　
　

18
時
20
分
↓
17
時
45
分

浜
佐
呂
間
発　

19
時
10
分
↓
18
時
35
分

を
維
持
し
て
い
る
人
が
亡
く
な
っ
た
と

き
の
遺
族
基
礎
年
金
が
あ
り
ま
す
。
保

険
料
を
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い
な
い

と
、
こ
の
よ
う
な
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
か
ら
２
年
間
を
経
過

す
る
と
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
た
め
、
将
来
受
給
す
る
老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
将
来
安
心

し
て
老
後
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま

た
、
万
が
一
の
事
故
や
病
気
に
備
え
る

た
め
に
も
毎
月
き
ち
ん
と
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
ま
し
ょ
う
。
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網
走
土
木
現
業
所
遠
軽
出
張
所

に
よ
る
佐
呂
間
別
川
の
改
修
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

作
業
現
場
は
永
代
橋
の
上
流
・

下
流
と
な
り
ま
す
が
、
工
事
で
発

生
す
る
土
砂
を
富
丘
へ
運
搬
す
る

た
め
に
工
事
期
間
中
は
運
搬
経
路

と
な
る
道
道
留
辺
蘂
浜
佐
呂
間
線

及
び
町
道
を
工
事
車
両
が
頻
繁
に

走
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

運
搬
経
路
の
数
か
所
に
は
交
通

誘
導
員
を
配
置
致
し
ま
す
が
、
走

行
中
及
び
交
差
点
付
近
で
の
工
事

車
両
に
は
十
分
ご
注
意
頂
く
と
と

も
に
改
修
工
事
へ
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　北海道では、フリーダイヤルを設置し、貸金

業者を利用している方からの苦情相談を受け付

けています。

■フリーダイヤル　０１２０・１・７８３７２
■受付日　毎週月・金曜日
　　　　　（祝・祭日、12/29 ～ 1/3 を除く）

■受付時間　10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
■受付内容
　貸金業に関する苦情の申立て又は相談

※通話料は有料ですが、フリーダイヤルの時間

　以外にも次で相談を受け付けていますのでご

　利用ください。

　道庁 経済部商工局 商工金融課

　℡０１１・２０４・５３４５

賃金業苦情相談専用フリーダイヤル
のお知らせ　専門の相談員が対応しています

運搬捨土箇所
（富丘牧場） 佐呂間別川

作業現場

　

網
走
支
庁
で
は
、
10
月
、
12
月
、

３
月
の
各
月
を
「
滞
納
処
分
強
化

月
間
」
と
し
て
道
税
の
滞
納
整
理

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

10
月
は
、
特
に
自
動
車
税
、
個

人
事
業
税
の
滞
納
整
理
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
給
与
や
預
貯

金
な
ど
の
差
押
え
を
行
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
納
税
が
お
済
で
な
い
方

は
大
至
急
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

北
見
道
税
事
務
所
納
税
課
へ
お
願

い
し
ま
す
。

　

道
税
の
納
税
に
は
、
手
続
き
が

簡
単
で
便
利
な
口
座
振
替
が
ご
利

用
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

網
走
支
庁 

北
見
道
税
事
務
所 
納
税

課
（
北
見
市
青
葉
町
６
番
６
号
）

℡
０
１
５
７
・
25
・
８
６
８
１

・

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.h

okkaid
o.

ig.jp/sm
/zim

・

網
走
支
庁
税
務
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.abashiri.pref.hokk

aido.lg.jp/ts/zim

■
種
目

　

看
護
学
生　

防
衛
大
学
校
学
生　
　

　

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

２
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）
は
通

　

年
行
っ
て
い
ま
す
。（
12
月
採
用
試
験

　

予
定
）

■
応
募
資
格

・  

看
護
学
生

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
21
年
４
月

　

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の

　

男
子･

女
子
で
高
等
学
校
卒
業
者
（
平

　

成
21
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

　

む
）

・  

防
衛
大
学
校
学
生

・  

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成
21
年
４
月

　

１
日
現
在
、
18
歳
以
上
21
歳
未
満
で

　

高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
21
年
３
月

　

卒
業
見
込
み
の
者
を
含
む
）

■
受
付
期
間

　

看
護
学
生　

防
衛
大
学
校
学
生　
　

　

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

平
成
20
年
９
月
８
日
〜
９
月
30
日

■
試
験
日

・  

看
護
学
生　

平
成
20
年
10
月
25
日

・  

防
衛
大
学
校
学
生

　

平
成
20
年
11
月
15
日
・
16
日

・  

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

平
成
20
年
12
月
５
日
〜
７
日

■
初
任
給

・  

看
護
学
生　

１
５
９
、５
０
０
円
〜

■
学
生
手
当

・  

防
衛
大
学
校
学
生

・  

防
衛
医
科
大
学
校
学
生

　

１
０
８
、３
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

・  
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部 

遠
軽
地

　

域
事
務
所

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
６
６
１
６

・  

役
場 

町
民
課  
住
民
活
動
係

　

℡
２
・
１
２
１
３

　

有
効
期
限
が
平
成
20
年
９
月
30
日
ま

で
の
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
で
、
引

き
続
き
こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
手

続
き
を
し
な
い
場
合
は
、
受
給
者
証
を

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
今
年
か
ら
更
新
期
間
は
平
成

20
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
り
、
10
月
以

降
は
新
規
申
請
と
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
更
新
申
請
書
類
の
提
出
は
郵

送
で
も
構
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
な
書
類

が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
場
合
の
み
受
付

け
る
こ
と
と
し
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

平
成
20
年
９
月
30
日
ま
で

　
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

　

午
前　

８
時
45
分
〜
12
時
15
分

　

午
後　

13
時
00
分
〜
17
時
30
分

■
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ

・  

紋
別
保
健
所 

健
康
推
進
課 

保
健
予

　

防
係
（
紋
別
市
南
が
丘
町
１
丁
目
６
）

　

℡
０
１
５
８
・
23
・
３
１
０
８

・  

紋
別
保
健
所 

遠
軽
支
所
（
遠
軽
町
大

　

通
北
５
丁
目
１
）

　

℡
０
１
５
８
・
42
・
３
１
０
８

　

本
年
10
月
か
ら
政
府
管
掌
健
康
保
険

の
運
営
主
体
（
保
険
者
）
が
社
会
保
険

庁
か
ら
全
国
健
康
保
険
協
会
に
変
わ
り

ま
す
。
全
国
健
康
保
険
協
会
北
海
道
支

部
の
所
在
地
・
連
絡
先
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〒
０
６
０
‐
８
５
２
４

札
幌
市
北
区
北
７
条
西
４
‐
３
‐
１

全
国
健
康
保
険
協
会 

北
海
道
支
部

℡
０
１
１
・
７
２
６
・
０
３
５
２

　

北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
条
件
そ
の
他
労
働
問
題
に
関
す

る
個
々
の
労
働
者
と
使
用
者
と
の

間
の
紛
争
（
解
雇
や
未
払
賃
金
に

係
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）
の
「
あ
っ

せ
ん
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
な
た
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

℡
０
１
１
・
２
０
４
・
５
６
６
７

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.h

okkaid
o.

lg.jp/rd/sm
s

車は家族の一員です。
さあ、あなたも日常点検はじめよう。

北海道運輸局 北見運輸支局

http://www.tenken‐seibi.com

　　自動車点検整備推進運動実施中
強化実施期間　平成２０年９・１０月の２か月間

　８月２０日現在の町営住宅の空家状況をお

知らせします。入居申込み、家賃・敷金、入

居資格等については、建設課管理係（℡２・

１２１０）までお問い合わせください。

    ■緑園団地
　１階３ＤＫ　  １戸　  ８，４００円～　※
　１階２ＤＫ　  ２戸　  ４，８００円～　※
  ■若佐団地
　１階２ＤＫ　  １戸  　５，２００円～　※
  ■若里団地
　１階３ＤＫ　  １戸  　９，２００円～　※
  ■浜佐呂間第２団地
　１階３ＤＫ　  １戸  　６，６００円～　※
  ■栄団地
　２階３ＬＤＫ  １戸  １５，３００円～　※
  ※印は、60 歳未満でも単身入居が可能な住宅です。

　　　町営住宅空家状況
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道
立
北
見
高
等
技
術
専
門
学
院
で
は

平
成
21
年
度
の
学
生
を
募
集
し
ま
す

■
一
般
入
学

　

募
集
科
目
及
び
定
員

・  

電
気
工
学
科　
　
　
　

20
名

・  

自
動
車
整
備
科　
　
　

20
名

・  

造
形
デ
ザ
イ
ン
科　
　

20
名

・  

建
築
デ
ザ
イ
ン
科　
　

20
名

・  

電
子
機
械
科　
　
　
　

20
名

■
応
募
資
格

・  

高
等
学
校
卒
業
（
平
成
21
年
３

　

月
卒
業
見
込
を
含
む
）
の
方

・  

高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
と
同

　

等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
と
認

　

め
ら
れ
る
方

■
願
書
受
付
期
間

平
成
20
年
11
月
１
日
〜
11
月
20
日

■
選
考
日　

平
成
20
年
12
月
１
日

■
選
考
方
法

学
力
試
験
（
国
語
・
数
学
）、
面
接

■
授
業
料
等

・  

入
学
検
定
料　
　

２
、２
０
０
円

・  

入
学
料　
　
　
　

５
、６
５
０
円

・  

授
業
料
年
額
１
１
８
、８
０
０
円

　
（
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
）

※
教
科
書
・
工
具
等
は
別
途
個
人

　

負
担
と
な
り
ま
す
。

■
推
薦
入
学

　

平
成
21
年
３
月
高
等
学
校
卒
業

見
込
の
方
は
推
薦
入
学
制
度
が
あ

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

道
立
北
見
高
等
技
術
専
門
学
院

℡
０
１
５
７
・
24
・
８
０
２
４

　

こ
こ
ろ
の
病
を
持
ち
な
が
ら
地
域
で

暮
ら
す
人
々
が
、
障
害
が
あ
っ
て
も
住

み
良
い
街
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
病
気
の

こ
と
や
障
害
の
こ
と
に
つ
い
て
自
分
た

ち
の
言
葉
で
語
り
合
い
ま
す
。

　

報
告
者
は
「
西
紋
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
つ
ば
さ
の
会
」
の
皆
さ
ん
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
は
道
立
紋
別
病
院
の

非
常
勤
医
師
で
あ
る
伊
東
隆
雄
氏
を
お

招
き
し
ま
す
。

　

あ
ま
り
知
る
機
会
の
な
い
こ
こ
ろ
の

病
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
？

■
テ
ー
マ

「
あ
り
の
ま
ま
で
生
き
ら
れ
る
街
へ
‐
地

域
で
他
の
人
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
し
た

い
‐
」

■
日
時　

10
月
４
日

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■
場
所　

紋
別
市
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
紋
別
市
幸
町
６
丁
目
28
‐
１
）

■
参
加
費　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

紋
別
保
健
所 

健
康
推
進
課 

精
神
保
健

福
祉
係

℡
０
１
５
８
・
23
・
３
１
０
８

　

日
頃
、
お
仕
事
な
ど
の
関
係
で
、
公

証
役
場
へ
ご
相
談
に
お
い
で
に
な
れ
な

い
方
の
た
め
に
、
休
日
特
設
相
談
を
行

い
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
内
容

　

遺
言
（
も
め
ご
と
防
止
、
預
金
封
鎖

対
策
、
後
継
者
へ
の
円
滑
な
事
業
承
継

等
の
た
め
に
）、
任
意
後
見
契
約
（
認
知

症
な
ど
に
な
っ
た
時
の
た
め
に
）、
協
議

離
婚
（
養
育
費
、
慰
謝
料
支
払
い
確
保
、

年
金
分
割
な
ど
の
た
め
に
）、
金
銭
の
賃

借
、
建
物
賃
貸
借
な
ど
全
般
。

■
相
談
日　

平
成
20
年
10
月
４
日

■
相
談
場
所

▼
北
見
公
証
役
場

　

北
見
市
北
４
条
東
１
丁
目
11
番
地

　

双
進
ビ
ル
３
階

　

℡
０
１
５
７
・
31
・
２
５
１
１

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
）

▼
網
走
公
証
役
場

　

網
走
市
南
６
条
西
２
丁
目
２
番
地

　

セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ
２
階

　

℡
０
１
５
２
・
43
・
１
６
６
１

　
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
00
分
）

　

夜
の
道
で
は
、
あ
な
た
か
ら
車

の
ラ
イ
ト
が
見
え
て
も
、
ド
ラ
イ

バ
ー
か
ら
あ
な
た
が
見
え
て
い
る

と
は
限
り
ま
せ
ん
。
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
夜
間
に
外
出
す
る
場
合
は

　

出
来
る
だ
け
白
や
黄
色
な
ど
の

　

明
る
い
服
装
を
し
て
自
分
を
目

　

立
た
せ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
自
分

　

の
存
在
が
わ
か
る
よ
う
に
し
ま

　

し
ょ
う
。

▼
夜
光
反
射
材
を
使
用
す
る
と

　

よ
り
一
層
自
分
の
存
在
を
知
ら

　

せ
る
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

い
つ
も
身
に
つ
け
た
り
、
持
ち

　

歩
く
バ
ッ
ク
や
靴
に
夜
光
反
射

　

材
を
貼
っ
て
お
く
と
付
け
忘
れ

　

を
防
止
で
き
ま
す
。

▼
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
は

　

夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
と

　

と
も
に
自
転
車
の
後
部
等
に
夜

　

光
反
射
材
を
付
け
る
と
ド
ラ
イ

　

バ
ー
か
ら
発
見
さ
れ
や
す
く
な

　

り
、
事
故
防
止
に
効
果
が
あ
り

　

ま
す
。

※
夜
光
反
射
材
は
、
佐
呂
間
町
交

　

通
安
全
対
策
本
部
（
役
場
町
民

　

課
住
民
活
動
係
）
で
配
布
し
て

　

い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　交通事故被害世帯の皆さんに次のような援護制度がありますの

で、ご利用ください。

■交通遺児等育成資金貸付（無利子）

▼対象

　自動車事故により保護者の方がなくなられ

たり、重い後遺障害を残すこととなったご家

族のお子さんで、０歳から中学卒業まで

▼貸付金額

　一人につき最初一時金 15 万５千円、以後

月額２万円、小・　中学校入学時に支度金

４万４千円

▼返還方法

　月賦または月賦・半年併用により 20 年以

内での均等払い

▼返還猶予

　高等学校・大学在学中、その期間は返還が

猶予できます。

■重度後遺障害者介護料支給

▼対象

　自動車事故により、脳、脊髄、または胸腹

部臓器に損傷を受け、常時または随時の介護

を必要とする方で一定の要件に該当する方

▼支給額

　月額２９，２９０円～１３６、８８０円の

間で、障害の程度により支給

　「短期入院」費用があれば別途支給

▼支給期月

　支給月は３、６、９、12 月で、３か月分

を一括支給

■お問い合わせ

　独立行政法人 自動車事故対策機構旭川支所

　℡０１６６・40・０１１１

夜
の
道  

ち
ょ
っ
と
着
替
え
て  

光
色

　

プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に
つ
い
て

は
、
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先
と

し
て
慎
重
な
検
討
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
北
海
道
で
は

地
元
４
町
村
と
共
同
で
地
元
住
民

を
は
じ
め
と
し
た
道
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
な
ど
を
広
く
伺
い

な
が
ら
「
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
に

関
す
る
有
識
者
検
討
会
議
」
に
よ

り
プ
ル
サ
ー
マ
ル
計
画
の
安
全
性

に
つ
い
て
科
学
的
か
つ
専
門
的
な

見
地
か
ら
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
北
海
道
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.p
ref.h

okkaid
o.

lg.jp/sm
/gat/p_top.htm
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生
活
習
慣
改
善
に
向
け
て
本
人
の
希
望
や
生
活

状
況
な
ど
を
十
分
に
聞
け
な
い
ま
ま
、
保
健
師

等
が
指
導
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
ま
し
た
。

効
果
が
出
て
き
て
い
た
の
に
年
末
年
始
の
食
生

活
等
の
変
化
で
、
体
重
が
逆
戻
り
す
る
場
合
が

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

日
中
の
開
催
に
よ
る
教
室
で
あ
っ
た
た
め
、
個
々

の
都
合
で
参
加
で
き
な
い
方
も
多
く
い
ま
し
た
。

　

佐
呂
間
町
で
は
8
月
に
特
定
健
診
を
実
施
し
ま
し

た
。
10
月
に
は
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す
。
今

年
度
か
ら
行
な
う
特
定
保
健
指
導
に
向
け
て
、
昨
年

度
は
試
行
的
に
「
減
る
脂
ク
ラ
ブ
（
ヘ
ル
シ
ー
ク
ラ

ブ
）」
と
題
し
て
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
い
ま

し
た
。
昨
年
行
な
っ
た
保
健
指
導
内
容
を
振
り
返
っ

て
み
た
と
こ
ろ
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
見
え
て
き
ま

し
た
。

●●●

　

上
記
の
結
果
か
ら
、
今
年
度
は
、
本

人
の
希
望
す
る
〝
な
り
た
い
自
分
〞
へ

の
実
現
を
目
指
し
て
保
健
師
と
管
理
栄

養
士
が
共
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
特
に
積
極
的
支
援
レ
ベ
ル
（
健

診
結
果
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
64
歳
以
下

の
メ
タ
ボ
該
当
者
及
び
予
備
群
）
の
方

に
行
う
保
健
指
導
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
健
診
結
果
説
明
会
後
、
直
接

お
会
い
し
て
、
食
生
活
や
運
動
等
の
生

活
状
況
に
つ
い
て
の
聞
き
と
り
を
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
人
を
取
り
巻

く
生
活
状
況
が
し
っ
か
り
と
分
か
ら
な

　

12
月
か
ら
１
月
に
は
、
年
末
年
始
を

乗
り
越
え
る
た
め
に
個
別
に
お
会
い
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
行
動
目
標
を
振

り
返
り
、
続
け
る
の
が
難
し
い
と
感
じ

た
取
り
組
み
は
、
他
の
取
り
組
み
に
置

き
換
え
る
な
ど
の
見
直
し
を
相
談
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
次
年
度
健
診
で
１
年
後
の
変

化
を
確
認
し
ま
す
。

佐呂間町特定保健指導の内容

　健診が終わってから約５週間後に
は健診結果を郵送させて頂きます。
郵送の方には結果通知の見方の文書
や健診についてのチラシが同封され
ています。健診結果によっては、一
部説明が必要なケースがありますの
で、結果説明会にご案内する場合も
あります。

健診受けた
すべての人

　健診後５週間で結果説明会にお呼
び出しの文書と、食事・運動・飲酒・
喫煙状況に関するアンケート２枚を
同封した封筒を送付します。結果説
明会にアンケートをご記入の上持参
して頂き、生活習慣の聞き取りをさ
せていただきます。聞き取りした内
容を参考に、保健師・管理栄養士が
目標や取り組み内容等について、後
日に提案させていただきます。提案
後、電話で相談・確認させて頂き目
標を決定し、6ヶ月後成果を確認し
ます。

メタボリックシンドローム
予備群の人

　健診後約５週間で結果説明会お呼
び出しの文書が届きます。結果説明
会では、各保健指導プログラムから
希望の内容を選択して頂きます。そ
の後３ヶ月間以上の支援（面接や、
教室等）を利用しながら、メタボ改
善に取り組みます。中間には、目標
の見直しや年末年始対策の面接を行
い、6ヶ月後に成果を確認します。

メタボリックシンドロームの
リスクが高い人

け
れ
ば
、
そ
の
方
の
希
望
を
支
援
す
る

た
め
の
行
動
を
考
え
る
お
手
伝
い
が
で

き
な
い
と
思
う
か
ら
で
す
。
そ
し
て
こ

の
時
に
、
本
人
の
希
望
（
例
「
昔
の
ズ

ボ
ン
を
は
き
た
い
。」「
も
う
健
診
で
ひ
っ

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い
」
等
）
を

具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

保
健
師
、
管
理
栄
養
士
の
仕
事
は
、

そ
の
希
望
を
実
現
す
る
た
め
に
お
手
伝

い
を
す
る
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

食
生
活
や
運
動
等
の
生
活
習
慣
改
善
に

向
け
、
行
動
を
行
な
う
こ
と
で
期
待
さ

れ
る
効
果
の
説
明
や
目
標
を
共
に
考
え

提
案
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
集
団
で
の
栄
養
や
運
動
分

野
の
各
種
生
活
習
慣
改
善
教
室
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
実
践
可
能
な
生

活
の
ヒ
ン
ト
や
、
行
な
っ
て
い
る
取
り

組
み
へ
意
欲
を
高
め
る
よ
う
な
内
容
を

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

※ 65 歳以上の方の場合、リスクは高く
　ても動機づけ支援になります。

お
わ
り
に

「
メ
タ
ボ
解
消
の
た
め
の
減
量
」

と
い
う
考
え
方
も
必
要
で
す
が
、
な
り

た
い
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
目
標
を
た

て
る
こ
と
が
成
功
へ
の
近
道
で
す
。

　

自
分
が
望
む
結
果
だ
か
ら
こ
そ
、
自

主
的
に
行
動
に
向
か
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
自
分
の
目
標
が
出
来
た
ら
、

次
は
自
分
の
生
活
の
中
で
「
こ
れ
な
ら

で
き
る
！
」
と
い
う
行
動
を
決
め
実
際

に
始
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

各
々
の
生
活
の
中
で
、
や
る
べ
き
仕

事
や
、
家
族
と
の
関
わ
り
、
自
分
の
楽

し
み
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
行
な
い

な
が
ら
、
自
分
で
出
来
る
取
り
組
み
は

少
な
い
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
中
に
「
こ
れ
な
ら
で
き
る
」
と
い
う

行
動
を
見
つ
け
た
ら
し
め
た
も
の
で

す
！
保
健
師
・
管
理
栄
養
士
一
同
「
本

人
が
な
り
た
い
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
」
を

優
先
し
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
を
通
し
て
、
本
人
が

希
望
す
る
生
活
を
続
け
ら
れ
る
為
の
お

手
伝
い
が
で
き
た
ら
幸
い
で
す
。
生
活

習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む
中
で
、
気
に

な
る
事
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
そ
の
都
度
、

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
選
び
６
ヵ
月
の
間
に
は
都
合
の
つ

か
な
い
時
期
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

①
教
室
参
加
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
の
訪
問
を
中
心
と
し
た
プ

　

ロ
グ
ラ
ム

③
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
等
の
通
信
を
中
心
と

　

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
３
通
り
を
準
備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
方
の
生
活
ス

タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
の
で
、
随
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　お話　あいあい

　５回目の『お話　あいあい』は、活動範囲が広がりダイナミック

遊びを好む、２歳児クラスのお母さんを対象に転倒ややけどの処置

方法等について、消防署職員より【救急処置法について】のお話を

聞きます。

▼日程　９月２６日（金）　１０時３０分～１１時２０分

＊あそびの広場（２歳児～クラス）は１０時から行っています。

　事業の中で【救急処置法について】のお話を聞きます。　　　　

＊９月２２日（月）までに申し込みをお願いします。

　８月は暑い日が続き、「暑いです

ね。」が挨拶がわりになりましたね。

“あいあい”では、ビニールプ

ールやたらいに水を張り、水鉄砲

やジョウロで遊んだり、ビニール

プールに入ったり・・・

　水の感触を十分味わいました。

大きくなったかな？

　

偶
数
月
（
４
・
６
・
８
・
10
・
12
・
２

月
）
の
第
１
木
曜
日
に
『
赤
ち
ゃ
ん
相
談
』

を
実
施
し
て
い
ま
す
。『
赤
ち
ゃ
ん
相
談
』

で
は
、
お
子
さ
ん
の
体
重
・
身
長
の
計

測
や
保
健
師
・
栄
養
士
・
助
産
師
（
８
月
・

２
月
の
み
）
に
相
談
も
出
来
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
計
測
さ
れ

る
方
は
母
子
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

次
回
の
『
赤
ち
ゃ
ん
相
談
』
は
10
月

２
日
（
木
）
で
す
。

　

普
段
、
バ
ス
に
乗
る
機
会
が
少
な
い

お
母
さ
ん
と
子
ど
も
達
！

　

今
回
の
『
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
』
は
バ

ス
遠
足
で
す
。
み
ん
な
で
バ
ス
に
乗
り
、

〝
オ
ホ
ー
ツ
ク
木
の
プ
ラ
ザ
〞（
北
見
市
）

に
出
か
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
沢
山

の
木
の
お
も
ち
ゃ
に
触
れ
、
親
子
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
程　

10
月
１
日
（
水
）

　

９
時
45
分
出
発
（
到
着
は
14
時
頃
の

　

予
定
で
す
。）

▼
集
合
場
所

　

町
民
セ
ン
タ
ー
玄
関
前

▼
行
き
先

　

オ
ホ
ー
ツ
ク
木
の
プ
ラ
ザ
（
北
見
市
）

▼
持
ち
物　

お
弁
当
・
飲
み
物
・
敷
物
・

　

着
替
え
等

▼
費
用　

入
場
料
２
０
０
円

▼
申
し
込
み　

９
月
17
日
（
水
）
ま
で

　

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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鶏むね肉は皮をとり、1ｃｍ角に切り分け
ます。分量のしょうゆ、酒、片栗粉を加え、
しっかりと揉みこんで下味をつけます。

鶏肉に下味をつける時は、調味料が馴染むまでしっかりと揉み込
みましょう。炒めた時の肉の食感が柔かく仕上がります。
また、野菜は強火で手早く炒め、シャキシャキとした食感が残る
ように仕上げます。

９月は、固定資産税・国民健康保険税・
介護保険料【第３期】、後期高齢者保険

料【第２期】の納期です。

忘れずに !!

※「baby face」では掲載するお子さんを募集

しています。掲載を希望される方は、誕生月

の前月 10 日までに保健福祉課保健師までご

連絡ください。なお、希望者多数の場合はこ

ちらで抽選させていただきますことをご了承

ください。

あっという間に暑かった夏も終わり、北海道も

紅葉の季節が始まろうとしています。キムアネ

ップ岬のサンゴソウも色づき始めました。節か

ら枝分かれしてサンゴのような形になり赤く色

きゅうりは縦半分に切り分けて中の種をス
プーンでこそげとり、鶏肉と同じ大きさ
のサイの目に切り分けます。パプリカも 1
ｃｍ角に切り分けます。

中華なべ又はフライパンに大さじ 1の油
を熱し、最初に切り分けたきゅうりとパプ
リカを強火でさっと炒めます。火が通った
ら、一度取り出します。

同じ鍋にサラダ油大さじ1を足して熱して
から豆板醤を加え、下味をつけた鶏肉を炒
めます。鶏肉に火が通ったら、先に炒めて
おいた野菜を加え、分量の酒とオイスター
ソースを入れて、強火でさっと炒めあわせ
ます。

づくことから呼ばれていますが、学名はアッケシソウ。アカザ科の植物

で釧路の厚岸で発見されたことからその名がついたそうです。山々をカ

ラフルに彩る紅葉はもちろん素晴らしいですが、地面を赤く染め上げる

〝紅葉〟も楽しんでみてはいかがでしょう。

佐呂間保育所運動会
総練習の様子


